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令和７年度 第１回学校適正配置検討委員会 会議記録（要旨）

日時 令和７年９月１日（月） 午後６時００分～午後７時３０分

場所 仙北市西木総合開発センター２階集会室

出席 出席委員１４名（欠席委員４名）

１ 開会

２ 教育長あいさつ

３ 委員長あいさつ

４ 議 題

（１）中学校統合の組合せ及び時期に関する意見交換会等の報告について

～事務局説明～

令和７年５月、中学校統合の組合せ及び時期に関し、統合関係学区の保護者を対象

にアンケートを実施した （組合せは「４校統合（生保内・神代・西明寺・桧木内 」。 ）

がやや多い。時期は「１１年度統合」がやや多い ）。

７月には、教職員（教育的視点から）を対象に、上記と同様のアンケートと意見交

換会を実施した （組合せは「４校統合」が約７割。時期は「１１年度統合」が約７。

割 ）これらを資料を用いて報告した。。

（特に質問等なし）

（２）今後の進め方について

～事務局説明～

学校適正配置計画策定までの進め方について、今年１１月までに教育委員会として

の最終案をまとめ、１２月に保護者及び市民意見交換会を行い、そこで概ね合意を得

られれば１月に計画決定としたい。

委員 教育委員会が考えるこのスケジュールで進めてもらえたらいい。

委員 進め方について異論はない。

保護者から意見があるように、学校がなくなったあとの地域をどのよ

うにしていくのか、市のビジョンを示して欲しいという思いは、多くの

住民が持っていると思う。

事務局 この意見は市当局にも伝えている。今後の市民意見交換会にはまちづ

くりの部門からも同席してもらう予定である。

委員 西明寺学区保護者から、角館中学校への生徒流出を心配する意見があ

るが、事情は把握しているか。
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事務局 西明寺地区からは統合中も角館中も通学距離にそれほど差が無く、部

活動の事情なのか、受験のことを考えてなのか、直接意見は届いておら

ず詳しいことは把握していない。

委員 中学校統合の組合せは生保内中を含めた４校統合とし、時期は令和１

１年度統合でよい。早く方針を示していった方がよいと思う。

委員 教職員のアンケートでは、生保内中含めた４校統合が望ましいとする

意見が多いことから、今後、保護者も４校統合を望む意見が多くなるの

ではないか。

委員 こども園の在り方についても、学校統合の動きと連携した取り組みが

必要だと思う。

事務局 こども園の在り方については、市当局で検討委員会を立ち上げる必要

があるという話になっている。

、 。委員 意見交換会に園の保護者の出席が少なく もっと関心を持って欲しい

統合予定年度に高校受験を迎える保護者の中には、年度がずれて欲しい

という声もあった。そうは言っても誰かは統合年度にあたるため、早め

の情報提供と、受験生のメンタルへの配慮をお願いしたい。

委員 神代中を仮校舎として使用する場合、果たして増加する生徒数に施設

が耐えられるのか心配である。その点にはしっかり対応して欲しい。

委員 学校施設は、災害時など防災上の視点からの検討も大事である。

委員 今後予定している意見交換会が大事になるので、多くの市民に参加し

てもらえるよう工夫して欲しい。

委員 統合の方向性は、早く示していった方がいい。

委員 生保内地区では、学校が無くなると地域が衰退していくことを心配す

る声を多く耳にする。

委員長 まちづくりのビジョンが大事だと思う。ぜひ、関係部局と協議して進

めて欲しい。

委員 生保内中が単独だと生徒数が少なく、高校進学したときに戸惑いが生

じ困る場面があるのではとの心配から、４校統合はやむを得ないという

声を耳にする。

委員長 本日出席の全員が、中学校統合は 「４校」で「令和１１年度」統合、
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が望ましいという意見になった。

計画の方針で、望ましい学校規模は、１学年２学級以上、それが難し

、 。い場合でも２０人程度を目標としていることからも 適当であると思う

（３）その他

～事務局説明～

近年、桧木内小を卒業した生徒が西明寺中へ進学するケースがみられる。今後、そ

の人数が多いと、早ければ令和８年度に桧木内中に複式学級が生じる可能性がある。

中学校は小学校よりも学習内容が高度になり複式学級の運営は難しさが増すため、計

画に基づく統合の前に西明寺中との編入統合も視野に入れ、保護者と意見交換を行っ

て方向性を検討したい。

事務局 桧木内中は複式学級とならずに最終年度を迎えられたら一番だが、桧

木内中学校以外へ進学したとしても決して批判されることがないよう配

慮が必要である。

委員 子どもの意見を尊重して西明寺中へ入学させたという保護者の話を聞

いたことがある。子どもの意見を尊重して決める保護者が多いのではな

いか。

事務局 子どもと保護者とで考えが異なる家庭もあるようです。

子ども同士で誘い合っているという話も聞こえている。

委員 複式学級は、小学校で経験している桧木内の子ども達にとっては、そ

れが普通で抵抗はないように思う。

委員長 教育環境としてどうすることがよいことなのか。編入統合の選択肢も

情報提供しながら保護者と意見交換し、検討していくことに異議ないで

しょうか。

（全員異議なし）

５ 閉会


